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ているのに対し，地域の場合は学校や他の団体ととも

に作り出していく色が非常に強いことが明らかになっ

た．

そういったことから「おやじの会」が地域において

おやじの役割を効果的かつ継続的に果たしていくため

には，他の団体の声をくみ取って活動をすると同時

に，会に過度の負担がかからないようにしなければな

らないことが分かった．よって，おやじたちは活動の

中で地域とともにおやじの意味合いを検討していく必

要があるという結論に至った．

 （主指導教員：水野　勲）

地域の起爆剤としての若者
―NPO法人共存の森ネットワークの活動と
ローカルな「資源」の再発見―

渡辺　杏里

現代の日本では，特に山間部・中山間地域などにお

いて，過疎化・高齢化などによる地域の経済的・社会

的衰退が進んでおり，こうした地域では，村おこしや

地域づくりが切実な課題となっているが，それはけっ

して縁辺地域だけに限定された問題ではなく，都市近

郊の農山村でも共通する課題を抱える地域は少なくな

い．そこに共通するのは，市場経済と消費主義の浸透

にともない，その土地固有の生業や暮らしの知恵が軽

視される傾向である．

内部者の視点だけでは，その土地固有の価値や魅力

を発見する作業に限界があるため，地域づくりの過程

に外部者が何らかの形で介在し，単一地域を越えた

ネットワークを構築することが，内発的な地域振興の

条件となると思われる．

本研究が注目するのは，この外部者との関わりが

どのように作られるのか，とりわけ農山村の暮らし

に縁遠い若者世代がいかにしてローカルな資源の再

発見に関わるのか，という課題である．考察対象とす

るのは，こうした若者との協働により地域振興をめ

ざす NPO法人のひとつである共存の森ネットワーク

である．同ネットワークが実施する「共存の森づくり

関東」に注目し，千葉県市原市鶴舞山小川地域におけ

る若者の活動に焦点を当て，外部の若者がどのように

ローカルな地域の資源を発見し，そこに積極的な価値

を見出していくのかについて，地域住民との相互交流

の活動への参与観察や，若者たちへのアンケートとイ

ンタビュー，地域住民へのインタビューを通じて明ら

かとした．

外部者である若者たちは活動地域に入り，名人や地

域住民との相互作用を通じて，ローカルな場所の体験

をする．そして，名人や地域住民たちの「知恵」や技

能は，新鮮に感じ評価する若者たちのまなざしを通じ

て，価値あるものとして活性化していく．そしてその

過程と地域住民たちからのまなざしを通じて，若者た

ちも，自己の再発見・再評価をする．そして，若者た

ちもまたローカルな場所をかけがえのないものと感じ

る「内部者」へとシフトしていく．しかし一方では，

それが地域住民・若者の両者にジレンマをたらす背景

ともなっていることが明らかとなった．

（主指導教員：熊谷圭知）
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